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Planning execution Team by TQM
2019年度 管理職選抜者研修(現： ） 提案内容
「準管理職ミーティングの導入」
目的
多職種連携強化、次世代の育成

活動内容
・多職種チームでのQC活動推進
・管理職ミーティングとの連携
・幹部や役員との交流

2020年9月～活動開始

洛和会ＴＱＭ支援センターの業務改善チームとして活動を開始



透析開始後のダブルチェック業務

患者側と装置側それぞれ１名ずつ担当し共同で行うことが望ましい。

ダブルチェック業務
透析開始後に問題なく開始できているか,
開始者とは別の職員が確認する。

【透析開始操作】

透析開始操作：１名
【当院では】



ダブルチェックで確認している項目
自由記載アンケート
「ダブルチェックで見ている項目を挙げてください」

項目 割合
抗凝固剤（ﾜﾝｼｮｯﾄ・持注含） 92％
除水量再計算 89％
ダイアライザー 83％
指示特記 73％
血圧(自動) 59％

重大事例につながる項目を確認しているのは3人に１人

回路の接続部 30％
抑制の状態 31％
穿刺部の状態 28％



ダブルチェック業務のマニュアル

・優先順位がわからない
・手順（作業の流れ）がわからない
・何が正しい状態がわからない

項目の羅列のみ



ダブルチェック業務マニュアル改訂①

・見逃すと重大事例になる項目に絞る。
・関連だった項目をまとめて、

大項目→（小項目）の表記に変更。

確認項目
１）除水設定 （コンソールの表示、体重用紙、DIV量）
２）抗凝固剤 （種類、ワンショット、クレンメ）
３）指示特記、申し送り用紙の内容
４）回路の接続 （接続部の緩み、穿刺部テープ固定、抑制状態）



ダブルチェック業務マニュアル改訂②

目指したのは「料理のレシピ」
・誰でも同じように順番で同じ動きができるように。
・さらにイメージしやすいように動画も作成。

確認方法
はじめに：「おはようございます」「機械のチェックをし
ます」など患者に声かけ。

①コンソールの除水設定と体重用紙が合っているか見る。
違っていれば患者や開始者に確認して、体重用紙に現行

の除水設定を書き、サインする。
②使用している抗凝固剤がコンソールの表記と同じか？
ワンショット済みか？クレンメが開いているか？を見る。



試行後アンケート結果
やりやすくなったか

「抜け」はみつけやすくなったか

人に教えやすくなったか

やりやすい 40％
やりにくい 2％
変わらない 58％

「動画がわかりやすい」

みつけやすい 35％
みつけにくい 0％
変わらない 65％

教えやすい 64％
教えにくい 26％
変わらない 10％

・それまでと違う手順を浸透させ
ることは容易ではない
・インシデント減少や、所要時間
の短縮などの実感できるメリット
は未だ見えない
・「正しいダブルチェック」が明
確になり、業務の基準ができた
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